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「
富
山
県
」

を
取
材
し
て

サ
ン
ケ
イ
新

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
山
本
雄
二
郎

ヅ1

mw
ハn
l

N
V
帯
、
ヤ
得
、
と
や
ま
パ
ワ
オ
}
号
'u
開
催

十

一
月
六
日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
、
富
山
県
へ

の
企
業
誘
致
と
観
光
の
振
興
、
そ
し
て
県
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
目
的
に
、
「
鉛
ハ
ロ
ー
い
き
い
き
と
や
ま
パ
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
招
待
客
は
、
企
業
関
係
、
観
光

・
旅
行
業

関
係
の
方
々
、
そ
し
て
富
山
県
出
身
あ
る
い
は
ゆ
か
リ

の
あ
る
著
名
な
方
々
で
す
。
パ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
富
山
県

出
身
の
女
優
中
村
明
美
さ
ん
の
小
気
味
の
よ
い
司
会
の

も
と
に
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
は
、
著
名
人
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
題
し
て
、
竹
村
健

一
氏
と
前
田
常
作
氏
の
興
味
深
い

ス
ピ
ー
チ
が
あ
リ
、

一
風
変
わ
っ
た
富
山
の
P
R
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
盛
リ
だ
く
さ
ん
の
富
山
の
産
物
を
集
め

た
パ
ー
テ
ィ
で
す
。
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
て
飾
リ
付
け
ら
れ

た
会
場
に
は
、
富
山
か
ら
直
送
し
た
キ
ト
キ
ト
の
味
覚

や
特
産
品
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
さ
す
が
の
招
待
客

の
皆
さ
ん
も
思
わ
ず
目
を
丸
く
し
た
ま
ま
。
ま
た
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
こ
き
リ
こ

節
演
奏
や
お
わ
ら
踊
リ
等
も
披
露
さ
れ
、
会
場
は
富
山

一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
ま
し
た
。

県
で
は
、
こ
の
パ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
機
に
、
今
後
も
よ

リ

一
層
強
力
な
、
企
業
誘
致
、
観
光
P
R
、
そ
し
て
ふ

る
さ
と
富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
取
リ
組
ん
で
行

き
ま
す
。
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キ
マ
結
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十
月
二
十
六
日
、
県
内
十
六
郡
市
の
精
鋭
選
手
に
よ

る
富
山
県
駅
伝
競
走
大
会
の
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
八
年
に
置
県
百
年
記
念
県
内

一
周
駅
伝
競
走
大
会
と
し
て
県
民
の
長
距
離
走
に
対
す

る
熱
意
に
こ
た
え
て
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
も
今
年
で
第

四
回
目
。

富
山
県
駅
伝
競
走
大
会

郷
土
の
期
待
と
戸
援
を

一
本
の
タ
ス
キ
に
託
し
、
中

学
生
、
高
校
生
、
社
会
人
が
日
頃
鍛
え
た
力
で
県
土
を

駆
け
抜
け
ま
し
た
。

今
年
、
み
ご
と
に
優
勝
じ
た
の
は
、
男
女
共
に
高
岡

市
チ
ー
ム
。
そ
れ
ぞ
れ
大
会
新
記
録
男
子
二
時
間
十

三
分
二
十

一
秒
l
四
十
二

・
五
キ
ロ
、
女
子

一
時
間
十

一

分
十
八
秒
l
二
十

・
七
キ
ロ
)
で
の
優
勝
て
す
。
ま
た
、

女
子
二
位
の
西
砺
波
郡
チ
ー
ム
も
大
会
新
記
録
、
こ
の

ほ
か
男
女
あ
わ
せ
て
二
十

一
の
区
間
新
も
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

白
く
薄
化
粧
し
た
立
山
を
背
景
に
走
る
こ
の
大
会
は
、

県
民
の
聞
に
定
着
し
、
さ
な
が
ら
晩
秋
の
風
物
詩
と
な

っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
と
除
、
ま
だ
会
っ
た
こ
と
め
怠
V
人

外
国
人
に
よ
3
日
本
語
弁
論
大
会
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富
山
県
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
弁
論
大
会
が
十

一
月

三
日
、
県
民
会
館
で
聞
か
れ
、
七
か
国
の
男
女
十
二
人

が
熱
弁
を
競
い
ま
レ
た
。

母
国
で
売
ら
れ
て
い
る
日
本
製
品
が
、
日
本
の
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
の
父
親
の
家
庭
生
活
も
顧
み
な
い
労
働
に
よ

っ
て
生
産
さ
れ
て
い
る
と
思
う
と
、
使
う
の
が
悲
し
く

な
る
と
語
っ
た
ク
レ
ア
|
・
ハ
チ
ソ
ン
さ
ん
(
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
)
。
日
本
語
は
「
お
」
を
付
け
る
と
言
葉
が
丁

寧
に
な
る
と
思
い
柿
に
「
お
」
を
付
け
、
お
菓
子
の
お

コ

ウ

ア

イ

か
き
と
間
違
え
ら
れ
日
本
語
の
難
し
さ
を
知
っ
た
貰
愛

へ
イ薄

さ
ん
(
中
国
)
。
ア
メ
リ
カ
、
ベ
ル
|
、
キ
ュ

ー
バ、

ス
ペ
イ
ン
、
日
本
と
移
り
住
ん
で
、
「
私
に
と
っ
て
外
国

人
と
は
、
ま
だ
会

っ
た
こ
と
の
な
い
人
達
の
こ
と
で
す
U

と
語
る
サ
リ

l
・
ニ
ュ

ー
ポ
ー
ト
さ
ん
(
ア
メ
リ
カ
)
な

ど
皆
さ
ん
七
分
の
持
ち
時
間
を
フ
ル
に
生
か
し
て
、
自

分
が
見
た
日
本
、
思

っ
て

い
る
こ
と
、
生
き
方
な
ど
を

述
べ
ま
し
た
。

今
回
の
最
優
秀
に
は
、
日
本
の
豊
か
さ
が
日
本
人
の

勤
勉
さ
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
日
本
で
暮
ら
し
て

チ

リ

ョ
ウ

初
め
て
知
っ
た
事
を
語
っ
た
泰
亮
さ
ん
(
中
国
)
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

「
国
際
化
」
が
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
ま
ず
、

外
国
の
人
た
ち
が
、
日
本
を
ど
の
よ
う
に
見
、
感
じ
て

い
る
の
か
を
知
リ
、
私
達
の
生
活
習
慣
や
国
民
性
を
見

直
す
こ
と
か
ら
、
国
際
的
視
野
を
深
め
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
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新
世
紀
に
向
け
て

明
る
く
希
望
に
満
ち
た
郷
土
ヘ

昭
和
印
年
ロ
月

i
引
年
日
月

昭
和
六
十
年
代
は
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
価
値
観
の
多
様
化
、
情

報
化
や
国
際
化
な
ど
「
激
動
と
混
迷
の
時
代
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
富
山
県
は
、
こ
の
よ

う
な
時
代
の
潮
流
の
中
で
、
県
民
が
心
か
ら
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
活
力
と
温
か
い
心
に
満
ち
た
美
し
い
ふ
る
さ
と
を
創
造
す
る

た
め
、
や
が
て
到
来
す
る
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
、
着
実
な
歩
み
を

続
け
て
い
ま
す
。

も
の
よ
り
心
、
画
一
性
よ
り
多
様
性
、
知
識
よ
り
知
恵
が
重
ん
じ
ら

れ
る
社
会
に
あ
っ
て
は
、
大
胆
な
発
想
、
深
い
洞
察
力
、
そ
し
て
た
く

ま
し
い
行
動
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
県
民
一
人
ひ
と
り
が
新
し
い
飛

躍
へ
の
決
意
を
も
っ
て
新
し
い
県
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
行
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
勤
勉
か
つ
創
造
性
に
恵
ま
れ
た
富
山
県
の
県
民
性
は
そ
れ

ら
の
大
き
な
源
泉
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

県
政
の
運
営
に
つ
い
て
も
、
県
民
本
意
の
県
政
、
聞
か
れ
た
県
政
、

先
見
性
に
満
ち
た
計
画
県
政
の
推
進
が
基
調
と
な
っ
て
い
ま
す
。

富
山
県
民
総
合
計
画
は
、
今
年
度
、
そ
の
前
期
計
画
の
最
終
年
を
迎

え
て
い
ま
す
。
こ
の
問
、
計
画
し
た
諸
事
業
は
、
着
実
に
進
展
し
、
今

年
度
に
お
い
て
は
、
後
期
事
業
計
画
の
策
定
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
世
紀
に
向
け
て
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
郷
土
へ
躍
進
す

る
富
山
県
の
こ
の
一
年
を
県
民
総
合
計
画
の
三
大
政
策
「
明
日
を
拓
く

人
づ
く
り
」
「
魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
」
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
ふ
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
が
春
の
選
抜
高
校
野
球
て
ベ
ス
ト
4
に
進
出
し
た

ほ
か、

水
泳
の
河
原
泉
、

小
野
郁
の
両
選
手
が
ア
ジ
ア

大
会
で
金

・
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
県
勢
の
素
晴

ら
し
い
活
躍
が
あ
リ
ま
し
た
。

疾
病
予
防
対
策
に
関
し
て
は
、
県
民
ヘ
ル
ス
。フ
ラ
ン

の
策
定
を
進
め
る
ほ
か、

が
ん
対
策
基
金
の
造
成
や
胃

が
ん
検
診
車
の
整
備
、
黒
部
保
健
所
で
の
胃
が
ん
検
診

体
制
の
整
備
等
を
図
り
ま
し
た
。

主な出来事 昭
和
印
年
ロ
月

i
昭
和
引
年
刊
月
の
出
来
事

明日の富山県を拓く鍵
一一明日を拓く人づくり一一

時
時

時

ま
た
、
県
立
中
央
病
院
の
改
築
の
た
め
の
基
本
構
想

の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

杜
峰
幅
ゆ
流
出
流

家
庭
、

地
域
社
会、

施
設
の
三
者
が

一
体
と
な
っ
た

地
域
総
合
福
祉
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
方
々

に
つ
い
て
は
、
今
年
が
国
際
障
害

者
年
の
中
間
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
介
護
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

新湊高校甲子園ベス卜 4進出川原、小野選手アジア大会金メダル

4 

J
、
日
リ

昭
和
七
十
五
年
の
二
0
0
0
年
国
民
体
育
大
会
を
富

山
県
て
開
催
す
る
た
め
の
、
中
“フ
ロ
ッ
ク
十
四
府
県
の

同
意
書
を
取
リ
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

プ
ラ
ン
に
も
と"つ

い
た
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
日
の
普
及

や
、
五
福
公
園
、
岩
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
常
願
寺
川
公

固
な
ど
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

の
整
備
を
進
め
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
大
を
図
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に

つ
い
て
は
、
新
湊

の

「
生
活
機
器
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
視
覚

障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
や
富
山
地
区
精
神
薄
弱
者
更
生

施
設
の
建
設
に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
冬
期
間
に
お
け
る
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る

た
め
の
雪
っ
子
育
成
推
進
事
業
へ
の
助
成
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

生
h
屋
圏
ゆ
唯
峰

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
大
門
高
校
を
新
設
レ
た
ほ

展器機舌生
一
ン

E

園ぺ
画

、ノ
.
，

・
ャ

i

・

圃
キスイナ

行政改革委員会から「県の行政改

革推進についての基本方針」報告

書提出

日本鉄道建設公団から環境影響評

価報告書案に関する知事意見に対

する見解の報告

全国初の豪雪対策図上訓練

12月定例県議会(ー 18日)

第 3回高校生等海外派遣結団壮行

式 (20日一61年|月 4日、イギリス、

フランス、イタリア)

1. Y. Y.メモリアルフェステイ/¥.)レ

富山県農業教育問題研究会報告書

十是出

第38回中部日本高等学校演劇大会

(-27日)

北陸新幹線(高崎・小松問)工事

実施計画認可申請

第 13回富山県青年海外セミナ一結

団壮行式 (27日一 |月 2日、イン

ドネシア)

「わたしたちの壁画 '86J展 (-2 
月 2日)

第|回富山県中核農業士青年農業

士等の集い

'86全国克雪・利雪シンポ ジウム

'86全国克雪・利雪産業技術見本市

(ー19日)

第 3回富山県海域総合利用技術開

発モデル調査委員会

第 10回富山県産業構造研究会顧問

会議

第 2回富山県民総合博物館構想策

定委員会

雪のファンタ ジーコンサ一卜

ホック二ーの力メラワーク展 (-

3月 9日)

第|回冬季県民レクリエーション

大会

2，000年国体中ブロ ック 14府県の

同意書を取り付ける

'86ノてレンタインチューリ ッフキャ

ノ ベ ー ン

行政改革委員会 「当面具体的に措

置すべ き改革事項」を報告

第41回国体冬季スキー競技会県選

手団結団壮行式

ライフステージスポーツプログラ

ム作成研究委員会

行財政改革検討委員会

富山県うるおいのある環境づく り

委員会

富山県緑花推進県民会議

2月定例県議会(- 3月22日)

'86富山の美術(- 4月 12日)

北陸新幹線富山駅周辺環境整備事

業起工式

富山県海域総合利用技術開発モデ

ル調査委員会

高度情報システム研究会

情報公開懇話会

高志会館定礎式

第 6回工業用水道検討委員会

富山県行政機構の再編整備

春の選抜高校野球準々決勝(新湊

vs宇都宮南 3- 8) 

市町村長会議

大門高校開校式

いきいき富山観光キャンペー ン 86
スター卜
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高岡文化ホールオープン

か
高
岡
高
校
の
全
面
改
築
の
着
手
、
生
徒
急
増
に
伴
う

既
設
校
の
増
築
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
時
代
の
要

請
に
こ
た
え
て
い
く
た
め
に
、
高
等
学
校
に
バ
イ
オ
技

術
教
育
を
取
り
入
れ
た
り
、
情
報
教
育
の
充
実、

特
色

あ
る
生
徒
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
立
高
岡
短
期
大
学
が
、
今
春
、

学
生
受
け

入
れ
を
は
じ
め
、
地
域
に
聞
か
れ
た
大
学
と
じ
て
今
後

の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
の
面
で
は
、
高
岡
市
に
富
山
県
高
岡
文
化

ホ
ー
ル
が
県
西
部
の
文
化
振
興
の
拠
点
と
し
て
オ
|
ブ

ン
し
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
く
リ
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

.

決
他
防
時
げ

K
W

U
R
U
O
I
会
議
を
設
置
し
、
創
造
的
て
う
る
お
い

の
あ
る
文
化
的
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。
県
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
合
同
演
奏
会
や
公
募
一

日
本
海
美
術
展
の
開
催
な
ど
、
芸
術
鑑
賞
機
会
の
増
大

や
、
県
民
の
創
作
活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
県
立
の
博
物
館
基
本
構
想
の
策
定
を
進
め
、

立
山
博
物
館
の
基
本
構
想
案
を
提
示
レ
た
ほ
か
、
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
や
教
育
記
念
館
の
整
備
、
県
内
の
博

物
館
の
活
動
を
促
進
す
る
施
策
を
行
い
ま
し
た
。

若
者
と
婦
人
の
力
を
社
会
に

昨
年
の
国
際
青
年
年
の
趣
旨
を
引
き
つ
い
て
い
く
た

め、

青
年
の
日
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
を
記
念
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
青
年
サ
ロ
ン
の
開

設
、
日
本
青
年
会
議
所
全
国
会
員
大
会
に
対
す
る
助
成

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

婦
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
豊
か
な
能
力
と
情
熱
を
地

域
社
会
づ
く
リ
に
生
か
す
た
め
の
ウ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
開
催
や
二
十

一
世
紀
を
め
ざ
す
と
や
ま
女
性

プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
ま
し
た
。

両
面
に
わ
た
る
総
合
的
な
施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
魅
力
あ
る
都
市
景
観
づ
く
リ
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
し
、
都
市
景
観
の
総
合
的
デ
ザ
イ
ン
政
策
に
も
取

リ
組
ん
で
い
ま
す
。

、

こ
の
ほ
か
、
水
資
源
の
活
用
ぎ
図
る
た
め
の
河
川
総

合
開
発
事
業
の
推
進
、
富
山
湾
の
総
合
利
用
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
の
実
施
、
ア
ク
ア
マ
リ
ン
調
査
に
か
か
る

実
証
研
究
の
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

。主な出来事
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明日の富山県の発展の基礎を築く
一一魅力ある郷土づくり一一

清掃美化大会

植樹祭

心
ふ
れ
あ
う
快
な
ら
し
の
実
現

グ
リ
ー
ン
.
フ
ラ
ン
に
も
と
づ
き
、
県
民
の
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
参
加
の
も
と
に
、
県
土
に
花
と
緑
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
春
オ
ー
ブ
ン
を
予
定
し
て

い
る
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー
の
整
備
の
ほ
か
、
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
植
樹
祭
・
育
樹
祭
を
は
じ
め

と
し
た
緑
花
に
関
す
る
多
彩
な
施
策
を
展
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
リ
の
た
め
に
消
費
生
活

の
安
定
向
上
、
県
民
生
活
の
安
全
と
平
穏
の
確
保
、
生

活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
の
大
気
汚
染
テ
レ
メ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
の
整
備
拡
充
の
ほ
か
、
県
土
美
化
の
推
進
に

も
努
め
ま
し
た
。

6 

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

雪
に
強
い
い
き
い
き
富
山
は
、
県
、
市
町
村
、
県
民

が、

一
体
と
な

っ
て
雪
と
取
り
組
み
、
た
ゆ
み
な
い
努

力
を
重
ね
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
は
じ
め
て
実
現
し
ま
す
。

全
国
初
の
豪
雪
対
策
図
上
訓
練
の
実
施
や
「
部
全
国
克

雪

・
利
雪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
「
部
全
国
克
雪

・
利
雪
産
業

技
術
見
本
市
」
の
開
催
、

雪
に
関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
募

集
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
行
事
を
開
催
し
た
ほ
か
、
地
域
ぐ

る
み
除
排
雪
の
促
進
、

雪
に
親
し
む
各
種
事
業
等
、
総

合
雪
対
策
基
本
計
画
に
も
と
づ
い
て
、
克
雪

・
利
雪
の
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全日本選抜ジュニアスポーツ選手

権で堀田朋愛選手が初優勝(テニ

ス)

総合雪対策推進連絡会議

素粒子物理学 1986富山国際会議

(ー 18日)

ルチオ・フォンタナ展(-6月 8

日)

利賀村で知事のまちまわり・語る

つどい

第 l回県政 PRデザイン研究会

高志会館落成式

交通安全博物館竣工

木材利用普及センター竣工

県民総合博物館基本構想策定委員
..6、

= 
総合開発審議会

第37回富山県植樹祭

「とやま賞」贈呈式

春の叙熱伝達式

春の褒章伝達式

婦人・青年海外派遣結団壮行式(-

26日、カナダ・アメリカ)

富山県繊維工業円高対策連絡会議

第24回富山県身体障害者体育大会

円高対策協議会

富山県総合雪対策推進会議

バイオテクノロジー推進懇談会

高岡文化ホール定礎式

高岡短期大学開学記念式典

ズームアッフとやま

とやま URUOI会議 ， 
大門町企業団地竣工式

石油コンビナー卜等総合防災訓練+一一一」

第41回県展

いきいき富山観光と物産まつり

富山県伝統的工芸品展

ミ口展(-8月24日)

伏木富山港特定重要港湾指定

'86まちづくりシンポジウムとやま

とやまトレードフェア '86 十一一一→

植物公圏構想懇談会

衆議院議員選挙・参議院議員通常

選挙投票日

7月定例県議会(ー 19日)

工業技術センター竣工式

北陸新幹線対策連絡協議会総会

北陸新幹線着工促進富山県民協議
.6、金~..6、
-Z:;;;:if，品、=

第三次中曽根内閣成立、綿貫民輔

代議士国務大臣就任

第22回日米医学協力委員会 ←一一→

インダストリアルデザインセンタ

一懇談会

とやまニューメディアショー

高度情報システムシンポジウム

県庁東別館竣工式

高等教育機関整備推進委員会

青年の日記念シンポジウム

ライフとやまティーチ・イン

庄川町で知事のまちまわり・語る

つどい 十一一→

富山県情報公開制度大綱案説明会

中央病院基本構想検討委員会

ズームアップとやま「写真展J (ー

11日)

第39回県民体育大会(ー21日)

昭和61年度高校総合体育大会で石 IQ
動高校優勝(ホッケ一女子)

富山県戦没者追悼式

県民オーケス卜ラ合同演奏会
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生

活

の

充
実

快
適
な
生
活
を
営
む
た
め
、
住
宅
や
上
下
水
道
な
ど

生
活
基
盤
の
整
備
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
屋
根
雪
融

雪
工
法
の
研
究
、
住
み
よ

い
家
づ
く
リ
資
金

・
優
良
宅

地
取
得
資
金
の
融
資
条
件
の
改
善
を
行
い
ま
し
た
。

小
矢
部
川
流
域
下
水
道
の
整
備
に

つ
い
て
は
昭
和
六

十
二
年
度
末
の

一
部
供
用
開
始
に
向
け
、
浄
化
セ

ン
タ

ー
お
よ
び
幹
線
管
渠
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
環
境
管
理
計
画
策
定
の
た
め
の
調
査
、

立
山
室
堂
地
区
を
中
心
と
し
た
植
生
復
元
事
業
の
推
進、

自
然
に
親
し
む
集
い
の
開
催
、
望
ま
し
い
立
山
を
考
え

る
会
の
設
置
な
ど
、
自
然
環
境
の
保
全
と
利
用
推
進
を

図
リ
ま
し
た
。

総
隆
俊
h

係
ゆ

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
、
駅
周
辺
環
境
整
備
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
、
着
々
と
富
山
駅
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
本
格
着
工
実
現
へ

の
関
係
機
関
ヘ
向
け

て
の
強
い
働
き
か
け
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

伏
木
富
山
港
に
つ
い
て
は
、
特
定
重
要
港
湾
の
指
定

を
受
け、

国
際
港
と
し
て

一
層
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
行
く
こ
と
に
な
リ
ま
レ
た
。

ま
た
、
国
道
や
県
道
の
整
備
の
推
進
な
ど
、
総
合
的

な
道
路
交
通
網
の
整
備
に
努
め
ま
レ
た
。

交
通
安
全
対
策
の
面
て
は
、
交
通
事
故
防
止
県
民
運

動
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
啓
発
活
動
の
展
開
を
進
め

て

い
る
ほ
か
全
国
的
に
も
ユ

ニ
ー
ク
な
交
通
安
全
博
物
館

を
オ
ー
プ
ン
し
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
を
図
っ
て

い

ま
す
。

ャふ

主 な出来事
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国
際
他
陣
附
同
ゆ
附
応

富
山
県
と
友
好
県
省
を
締
結
し
て
い
る
中
国
遼
寧
省

ヘ
富
山
県
友
好
代
表
団
を
派
遣
し、「
富
山
県

・
遼
寧
省

友
好
交
流
促
進
会
議
」
に
関
す
る
覚
書
の
調
印
を
行
う

な
ど、

両
県
省
の
相
互
理
解
と
友
好
関
係
の

一
層
の
増

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
友
好
県
州
を
締
結
し
て
い
る
ブ
ラ
ジ

ル
連
邦
共
和
国
サ
ン
パ
ウ
口
州
か
ら
は
、
州
政
府
推
薦

の
技
術
研
修
員
の
受
け
入
れ
な
ど
を
行
い
、
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

青
年

・
婦
人
お
よ
び
高
校
生
の
海
外
派
遣
事
業
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
実
施
し
、
国
際
的
な
広
い
視
野
を

も
っ
た
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

北陸新幹線富山駅周辺環境整備事業起工9 

10 

10 

「日本の道 100選」建設大臣顕彰伝

達式

第 6回富山県科学技術会議

富山県友好代表団派遣(ー30日、中

国遼寧省)

北陸新幹線建設促進同盟会総会

整備新幹線早期着工要求総決起大
d岳、
ZコZ

富山県農業基盤整備検討委員会

富山県農業会議総会

滑川市で知事のまちまわり・語る

つどい

富山県視覚障害者福祉センタ一起

工式

富山テクノポリス現地視察会

富山県基幹交通体系調査委員会報

告書提出

公募:日本海美術展(ー 10月 19日)

富山県総合防災訓練

第41回国体夏季大会富山県選手団

結団壮行式

老人若返り祭り(ー 10日)

富山県総合開発審議会計画推進部
-6.. = 
国体ボー卜競技、八尾高校少年き 10
子ナックルフォア五連覇、インァ

ック成年女子初優勝

第 6回富山県精神薄弱者連合運動
-6.. 
ZコZ

21世紀中部圏フォーラム

朝日小川ダム定礎式

9月定例県議会(-27日)

ナイスハートキャンペーン家庭での

介護の負担を軽減するための「生

活機器展J(-24日)

第 10回アジア大会競泳女子背泳 100

Zで小野郁選手銀メダル獲得

第24回富山県身体障害者体育大会

(水泳)

第 10回アジア大会競泳女子バタフ

ライ 200はで河原泉選手金メダル

獲得

富山県社会福祉大会

富山県高岡文化ホール開館

富山パートバンク開所

富山県東海北陸自動車道建設促進

同盟会総会

富山県青年議会

第35回日本青年会議所全国会員大

会(- 5日)

上市町、舟橋村で知事のまちまわ

り ・言吾るつどい

第20回全国食生活改善推進員リー

ダー中央研修会

第 2回富山県育樹祭

昭和61年度全国食生活改善大会及

び第 17回食生活改善推進員団体連

絡協議会大会

国体秋季大会富山県選手団結団壮

行式

薬用植物指導センター起工式

富山県産業廃棄物埋立センタ一発

足記念式典

望ましい立山を考える会

一日部長(29日一日庁議)

シンポジウム「富山・東京論」

第 4回博物館構想策定委員会

イメージディレクター会議

富山県緑花推進県民会議

自動車税管理センター起工式

砺波山田川ダム本体起工式
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司
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交通安全博物館

安定した豊かな県民生活を実現する
22 

23 

青年・婦人の翼、カナダ交通博ジャパンシアター

に出演

一一活力ある産業づくり一一
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「
富
山
県
・遼
寧
省
友
好
交
流
促
進
会
議
」
に
関
す
る
覚
書
調
印

。ー

8 

。，
と〉

技
術
立
県
を
め
ざ
し
て

本
年
七
月
に
、
県
内
企
業
の
技
術
高
度
化
の
拠
点
と

し
て
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ま
た
、
試
験
研
究
機
関
の
先
端
技
術
研
究
開
発
の
推

進
と
そ
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
に
、
農
業
試
験
場
、

野
菜
花
き
試
験
場
等
を
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
レ
て
組

織
を
再
編
整
備
し
た
ほ
か
、

林
業
試
験
場
、
畜
産
試
験

場
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

工業技術セ ンターオーフン

9 

4 

2 

14 

15 

6

0

0

1
3

4

4

4

 

'
l

内
正

巧

ζ

内
/』

内

ζ

司

正

司

L
司
正

7 

8 

8 

9 

9 



林
川
休
瞳
操
ゆ
帳
閣
贋

県
民
生
活
の
安
定
と
富
山
県
経
済
の
発
展
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
活
力
あ
る

「人
づ
く
リ」
、
豊
か
な

「
も
の
づ
ーく
り
」
、
う
る
お
い
あ

る

「む
ら
づ
く
リ」

を
施
策
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
流
動
化
や
地
域
農
業
の
組

織
化
、
農
業
の
担
い
子
育
成
、

地
域
ぐ
る
み
の
営
農
体

制
づ
く
リ
の
推
進
等
、

地
域
に
根
ざ
し
た
生
産
性
の
高

い
農
業
を
展
開
す
る
諸
施
策
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
野

菜、

花
き
、
果
樹
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
花
き
卸
売
市

場
の
設
置
や
優
良
果
樹
の
苗
木
導
入
に
対
す
る
助
成
な

ど、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
産
地
づ
く
リ
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
畜
産
に
つ
い
て
は
、
肉
用
牛
改
良
増
殖

色
ン
タ
ー
や
畜
産
団
地
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

林
業
の
振
興
対
策
と
し
て
、
生
産
基
盤
の
整
備
と
森

林
機
能
の
維
持
増
進
に
努
め
る

一
方
、
五
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
木
材
利
用
普
及
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
木
材

木材利用普及セ ンター

利
用
の
普
及
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
公
社
営
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

の
建
設
促
進
、
漁
港
整
備
、
魚
礁
の
設
置
な
ど
、

っ
く

リ
育
て
る
漁
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
特
産
物
の
振
興
と
普
及
を
図
る
た
め
特

産
王
国
づ
く
リ
を
進
め
、
開
発
、

生
産
振
興
、
販
路
拡

大
に
努
め
て
い
ま
す
。

工
業
の
振
興

創
造
性
豊
か
な
工
業
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
建
設
の
推
進
の
た
め
、

富
山
技
術
開
発
財
団
の
体
制
整
備
、
情
報
基
盤
の
強
化

を
図
リ
ま
し
た
。
企
業
立
地
に
つ
い
て
も
、
富
山
新
港

工
業
用
地
や
富
山
八
尾
中
核
工
業
団
地
な
ど
、
市
町
村

と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
、
優
良
企
業
の
立
地
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
活
力
あ
る
富
山
県
を
知

っ
て
い
た
だ
こ
う
と

経
済
界
を
中
心
に
各
界
か
ら
著
名
人
を
集
め
て
東
京
で

諸
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に

聞
か
れ
た
県
政
の
展
開

主な出来事

第 3回特産王国とやまフェステ ィ

/てjレ(-26日)

第 4回富山県駅伝競走大会

とやま URUOI会議

第 14回花と緑の大会

大島町・下村で知事のまちまわり・

語るつどい

第37回勤労者美術展 (-9日)

ハローいきいき富山パ フォーラム

福野町で知事のまちまわり・語る

つどい

婦人ス ポーツ大会

富山県総合雪対策推進会議

科学技術会議

労働時間短縮シンポジ ウム

(協)富山問屋セ ンター富 山流通会

館 落成式

富 山県長期水受給計画委員会

n
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司
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F
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F
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守，

10 

11 

月

新
し
い
県
づ
く
り
は
、
県
民
す

べ
て
の
積
極
的
な
参

加
と
協
力
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
政
に
県
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
県

政
パ
ス
教
室
、
知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
・
語
る
つ

ど
い、

一
日
庁
議
、
県
政
世
論
調
査
等
の
公
聴
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
県
政
を
県
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
の
媒
体
を
通

じ
た
広
報
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
民
の
期
待
に
応
え
、
新
た
な
時
代
の
要
請

に
即
応
し
た
積
極
的
な
行
政
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政

改
革
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
聞
か
れ
た
県
政
を
推
進
す
る
た
め
に
、

「
富
山
県
情
報
公
開
条
例
」
を
制
定
し
、
来
年
四
月
の
施

行
に
向
け
、
窓
口
の
整
備
や
公
文
書
セ
ン
タ
ー
の
建
設

整
備
を
急
ピ
ッ
チ
で
す
す
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
富
山
の
良
さ
を
見
直
し

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
写
真
で
と
ら
え
る

「ズ
ー
ム
ア

ッ

プ
と
や
ま
」
の
実
施
や
県
ゆ
か
り
の
著
名
人
の
お
知
恵

を
拝
借
す
る
イ
メ
ー
ジ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
会
議
の
開
催
な

ど
、
全
国
に
誇
り
う
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
作
戦
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

いきいき富山観光と 物産まつり

い
き
い
き
富
山
パ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
中

小
企
業
の
経
済
安
定
と
体
質
強
化
を
図
る
た
め
県
単
独

中
小
企
業
融
資
制
度
の
充
実
を
行
う
と
と
も
に
急
激
な

円
高
基
調
下
の
輸
出
関
連
中
小
企
業
対
策
と
し
て
、
中

小
企
業
円
高
対
策
特
別
融
資
制
度
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。

薬
業
に
つ
い
て
は
、
薬
事
研
究
所
に
お
い
て
和
漢
薬

や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
新
し
い
分
野
の
研
究
に
取

リ
組
む
ほ
か
、
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進

め
ま
し
た
。

第
三
次
産
業
の
振
興

「観
光
と
や
ま
」
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
き
な
成
果

を
あ
げ
て
い
る

「
い
き
い
き
富
山
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
の
観
光
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
魅
力
あ
る
商

業
や
サ
ー
ビ

ス
業
の
発
展
の
た
め
に
、

地
域
小
売
商
業

消
費
者
関
連
事
業
、
情
報
化
モ
デ
ル
事
業
な
ど
を
実
施

し、

小
規
模
企
業
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
商

庖
街
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
対
す
る
助

成
、
診
断
指
導
の
拡
充
な
ど
商
庖
街
機
能
を
高
度
化
、

活
性
化
す
る
諸
施
策
も
講
じ
ま
し
た
。

閣
園
内
I
1
1
1
1
1
1
ハ
U

定
年
延
長
の
促
進
、
高
年
齢
者
特
別
求
人
開
拓
員
や

人
材
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
活
用
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
対
す
る
助
成
強
化
、
富
山
パ
ー
ト
パ
ン
ク
の
開

所
な
ど
に
よ
リ
、
雇
用
の
安
定
と
離
職
者
の
再
就
職
促

進
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
県
外
の
大
学
等
を
卒
業
し
て
U
タ
ー
ン
を
希

望
す
る
者
の
受
け
入
れ
を
促
進
す
る
た
め
の
情
報
提
供

も
充
実
を
図
リ
ま
し
た
。

女
子
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の

趣
旨
に
も
と
づ
き
、
そ
の
地
位
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
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土

9 : 00 

11 : 30 

問

金

弁護士相談

1 :00-3:00 

木

時

水

9 : 00 

談

火

相

月

県庁内相談

日

前

曜

午

(日曜、祝・祭日 )
は休み

-3t通事故相談所のご案内一

交通事故にあわれた方に

4 : 00 

県
で
は
、
県
庁
二
階
に
交
通
事
故
相
談
所
を
開
設
し
、

専
門
の
交
通
事
故
相
談
員
と
弁
護
士
が
、
損
害
賠
償
問

題
、
更
生
問
題
な
ど
交
通
事
故
に
関
す
る
問
題
に
つ
い

て
被
害
者
(
加
害
者
)
の
方
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ご
相
談
の
さ
い
は
、
事
故
の
相
手
方
の
住
所
、
氏
名
、

職
業
、
保
険
の
有
無
等
の
メ
モ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

-
相
談
は
一
切
無
料
で
す
。

-
個
人
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す

0

・
電
話
相
談
も
受
け
伺
け
ま
す
。

(
8
0
7
6
4
・
引
・

4
1
1
4
1
内
線

7
5
9
)

後

-
巡
回
相
談

県
内
七
力
所
に
相
談
員
が
出
張
し
、
相
談
に
応
じ
ま

す
。

午

相談所及び所在地 相 談 日 相談時間

黒部市中央公民館

TEし0765-54-0278附
毎月第 1月曜日

;骨川市役所
毎月第 1火曜日

巡 TEL 0764-75-2111附

魚津総合庁舎
毎月第 3水曜日

TEL 0765-24-5311 ~.切

新湊市役所
毎月第 3金曜日

TEL 0766-84-2100附
10:00-15:00 

氷見 市役所
毎月第 2 火曜日

TEし0766-74-1100附

回 小矢部市役所

TEL 0766-67-1760 ~.也
毎月第 4木曜日

砺波総合庁舎
毎月第 2 金曜日

TEL 0763-33-5151 ~.也

巡回相談

交通案内

鉄道利用/ 富山駅下車一地鉄電車「立山線」のりかえ(特急50介)

一立山駅(立山駅ー スキーノてス (5分)ー ゴンドラ駅)

北陸自動車道利用/ 関西、福井、石川方面からお越しの方は、

北陸自動車道「立山インター」を経てゴンドラ スキー場へ。

マイカ一利用/ マイカーでお越しの方は、大山町小見経由、立

山町芦山弁寺経 由の両方法がありますが、大山町小見線の混雑が

予想されますので立山町芦峠寺経由が便利です。“スノータイヤ

の着装とチェーンの用意を"

立
山
山
麓
県
曽
コ
ン
ド
ラ
ス
キ
l
場

花
月
百
日
オ
ー
ブ
ン

立
山
山
麓
の
県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
ー
場
が
十
二
月
十

五
日
、
ス
キ

l
場
開
き
し
ま
す
。

今
年
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
誕
生
十
周
年
で
す
。
そ
こ
で
、

麓
の
ゴ
ン
ド
ラ
駅
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
十
年
を
振
リ
返

る
ポ
ス
タ
ー
展
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー

の
歴
史
、
ゴ
ン
ド
ラ
十
周
年
の
道
し
る
べ
を
ど
う
か
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
も
充
実

し
、
ゲ
レ
ン
デ
、
コ
ー
ス
案
内
も
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
ス
キ
ー
パ
ス
の
運
行
期
間

を
三
月
ま
で
に
延
長
し
、
ス
キ
ー
場
利
用
の
皆
さ
ん
の

交
通
の
利
便
性
、
足
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

冬
の

一
日
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
み
な
ら
ず
、
ご
家
族
、

友
人
、
仲
間
、
み
ん
な
で
つ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
ゴ
ン

ド
ラ
ス
キ
ー
場
で
す
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ゴ
ン
ド
ラ

ス
キ
ー
場
で
は
、
皆
さ
ん
の
お
い
て
を
心
よ
リ
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

隊見I仁め十 f
l令会さ勢.やtfY1
~ご-叫習.
十一 一...てや
i : . ~ ; ~ ~ゅ織とJ

いつで‘也
どこで‘も
シートベルト

一
般
道
で
の
シ

l
卜
ベ
ル
卜
の
着
用
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
シ
ー
ト
ベ
ル
卜
を
着
用
し
な
い
者
に
は
全
て
の
道

路
で
違
反
点
1
点
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

(
引
年
什
月

1
日
か
ら
)

ど
ん
な
場
合
に
違
反
点
が
付
く
か

-
運
転
者
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
い
で
運
転
し

た
場
合

・
助
手
席
同
乗
者
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
さ
せ
な
い
で
運

転
し
た
場
合

適
用
が
除
外
さ
れ
る
主
な
場
合

運
転
者

①
後
退
(
パ
ッ
フ
)
す
る
と
き

②
身
体
ガ
著
し
く
大
き
い
、
ま
だ
は
小
さ
い
等
、
適
切

に
装
着
で
き
な
い
者

③
疾
病
等
の
だ
め
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
こ
と
が

適
当
で
な
い
者

④
緊
急
自
動
車
等
の
特
殊
な
業
務
巳
従
事
す
る
者
等

同
乗
者

・
②
l
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
等

12 
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リフト利用料金

区 介 大 人 人

ゴンドラリフ卜 700円 350円

回券 ゴンドラリフ卜往復券 1，200円 600円

チェアリフト 200円 100円

共通回数券
8 回 券 1，200円 600円

12 回 券 1，800円 900円

共 通 日 券 2，800円 1，400円

ゴンドラリフ卜手回品券 300円

-共通回数券/ゴンドラは4コマで 1回乗車可

チェア・パラレルは 1コマで 1自乗車可

-団体割引/20人-49人…10%引、 50人以上…20%引

13 

大型(30人乗以上)

2，500円

大型(11人乗以上)

1，500円

普通(10人乗以下)

500円

駐車場利用料金

区分

駐車券(1目当日限り)

-
イ
ベ
ン
ト

位
月
何
日
間
/
ス
キ
ー
場
開
き

。
月
却
自
由
/
ス
キ
ー
フ
戸
ン
感
謝
デ
|
(
リ
フ
ト
お
よ
び
ゴ
ン
ド

ラ
午
後
半
日
無
料
)

ペl
月
刊
日
腕
/
ゴ
ン
ド
ラ
誕
生
祭

2
月
引
自
由

・
2
日
間
/
第

2
固
い
き
い
き
富
山
自
作
ソ
リ
競
技
大

会

-
Uゴ
ン
ド
ラ
雪
の
祭
典
(
・
び
っ
く
り
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
宝
さ
が

し
・
軟
謡
シ
ョ
ー
・
雪
の
女
王
コ
ン
テ
ス
ト
・
だ
い
ま
つ
滑
降
・
花

火
大
会
ほ
か
)

3
月
お
日
目
/
セ
ゾ
ン
称
立
山
山
麓
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
ラ
ロ
ー
ム
大

会
(
富
山
県
ス
キ
ー
連
盟
公
認
)

-
ナ
イ
タ
ー
営
業
/
午
後

5
時
i
午
後

9
時

金
・
土
・
巳
お
よ
び
祝
日
の
前
日





県
民
み
ん
な
♂
共
同
作
品
。

関
わ
れ
た
県
政
♂
推
進

5
目
指
!
マ

県
プ
〈
け
は
、

県
づ
く
り
は
、
県
民
す
べ
て
の
積
極
的
な
参
加
と
協
力
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
県
で
は
そ
の
た
め
に
広
報
公
聴
活
動
を
幅
広
く
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
る
十
月
二
十
日
、
二
十
九
日
の
両
日
、
一
日
部

こ
れ
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
県
の
主
要

長

・
一
日
庁
議
を
行
い
ま
し
た
。

施
策
等

の
認
識
と
理
解
を

深
め
て
も
ら
い

、
そ
の
上

で
県
政
に
対
し
て
の
意
見

や
提
言
を
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
っ
た
も

の
で
す
。

一
日
部
長
に
は
県
内
の

各
界
各
層
で
活
躍
し
て
お

ら
れ
る
方
で
、
県
政
に
対

し
て
深

い
関
心
を
お
持
ち

の
方
や
、

富
山
県
を
客
観

的
に
見
る
立
場
に
あ
る
皆

さ
ん
に
務
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

日
部
長

知
事
か
ら

一
人
ひ
と
リ
に
、

一
日
部
長
の
辞
令
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
で
重
点

事
業
等
の
説
明
を
受
け、

一
日
部
長
決
裁
、
職
員
の
執

務
状
況
の
視
察
、
各
部
局
の
主
要
な
施
設
等
の
視
察
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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園

一日銀長名 プロフィール スケジュール

10:00事業内容説明 13:00関係機関の視察
、.f'

食涜9農民語長
会社員 細入村連合青年団 11: 15部長決裁 消費生活セ ンター

長 11 :20執務状況視察 富 山広域圏クリー ンセ ンタ

11 :45畳食

w 中野 裕人 黒部青少年の家

15:50懇談
同

16:00終 了

10:00事業内容説明 13:00関係機関の視察

、総清務水穆憂絢子

主婦 元シャンソン歌手 11:00部長決裁 富山県税事務所

劇団「膏俳」の音楽 11 :20執務状況視察 公文書セ ンター

指導 11:45昼食 情報教育セ ンター

15:50懇談

16:30終 了

10:00関係機関の視察 13:20関係機関視察

飛厚生鳥事h 長-慮
高岡市中国保育園長 健康増進セ ンター 富山児童相談所

富山県児童クラブ 特別養護老人ホーム敬寿 14:20事業内容説明

連合会認定指導員 苑 15:30部長決裁

11 :45昼食 15:40執務状況視察

13:00母と子の よい歯の コンク 16:00懇談

ール知事賞の交付 16:10終 了

10:00事業内容説明 13:00関係機関視察

議.ti普t蕗長
惨劇大和 富山脂長 11:20部長決裁 工業技術セ ンター

富山商工会議所常 11 :35執務状況視察 15: 10終 了

海路
議員 11:45畳食

議犬 富山県経営者協会

常任理事

1"矢，l崎 ‘ 
、. 

、除
10:00事業内容説明 13:00関係機関視察

a高a木e本美産喜自.~子E 
主婦 新川地区婦人農業 10:15執務状況視察 食品研究所

者会会長 事業内容説明 野菜花き 試験場
中核農家の婦人と 11:20部長決裁 15:50懇談
して活躍 11 :45昼食 16:00終 了

.‘ 

10:00事業内容説明 13:00関係機関視察

土木藤義
真田建築設計事務所建築士 11:20部長決裁 富山港・岩瀬 スポーツ公園

(社)富山県建築士 11:35執務状況視察 県営下冨居団地

会女性部会副部長 11 :45畳食 常願寺川 公園

議 洋子 栃津川放水路

熊野川 ダム

16:00終 了

10:00事業内容説明 13:00関係機関施設等視察

a中a泊村券蕩喜穆長ー
受託農業経営 11: 15部長決裁 緑化セ ンター

砺波市若林地区土 11:30執務状況視察 古洞ダム

地改良理事 11 :45畳食 木材利用普及セ ンター

砺波市農業経営士 木材試験場

'‘ 

15:30懇談

16:00終 了
機

10:00事業同容説明 13:00関係機関視察

藤沢薬品工業側高岡工場長 11: 15局長決裁 和田川水道管理所

金集局長 滋賀県出身 11 :30執務状況視察 庄東発電管理所

11 :45畳食 15:45懇談

福沢 正治 16:00 来冬了

10:00事業内容説明 13:00関係機関視察

日本画家 日展入選 10回 11 :45畳食 総合教育セ ンタ ー

教育長 委県展審査員、実行 富山商業高校

員等 総合体育セ ンター

石坂 議子 15:40懇談

16:00終 了
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身
近
な
視
点
ゎ
、
ぅ
貴
重
な
意
見
ゾ
久
ソ
'

知
事
と
一
日
部
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
方
々
と
の
懇
談
会
を
聞
き
ま
し
た
。

席
上
、

一
日
部
長
と
し
て
の
感
想
や
、
県
政
に
対
す
る
考
え
方
、
提
言
な
ど
様
々
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

知
事
・
皆
さ
ん
、
今
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
出
席
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

一
日

部
長
と
し
て
の
感
想
や
ご
意
見
、
そ
れ
か
ら
所
管
部
局

に
と
ら
わ
れ
な
い
皆
さ
ん
が
日
頃
、
生
活
の
な
か
で
思

っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
、
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
な
ど
お

聞
か
せ
願
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
県
政
に
反
映
し
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
、
今
日
は
気
軽
に
ご
発
言
く
だ
さ

1
U
 子

供
た
ち
に
も
っ
と

富
山
を
愛
す
る
心
を
(
清
水
さ
ん
)

清
水
(
総
務
部
長
)
・
こ
の
仕
事
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

事
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。
日
頃
あ
い
ま
い
に
し
か
考
え

な
い
事
を
真
剣
に
考
え
る
良
い
機
会
と
な
リ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
各
界
各
層
の
リ
ー
ダ
ー
の
方
と
お
会
い

で
き
る
な
ん
て
滅
多
に
無
い
こ
と
で
す
。
総
務
部
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
国
際
交
流
と
新
大

学
構
想
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
の
締
結
、
経
済
・

ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

土
地
の
人
と
本
当
に
心
を
聞
い
た
交
流
を
す
る
た
め
の
、

人
と
人
、
心
と
心
の
触
れ
合
い
が
必
要

H

し
ゃ
な
い
か
と

.(r 

余
暇
時
間
を
ど
の
よ
う
に
過

ご
す
か
で
す
。
幼
児
期
か
ら

老
齢
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
の
中
て
生
き
甲
斐
を
持

っ
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
県

民
総
ぐ
る
み
で
考
え
て
い
か

パ

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

iド
幼

児

期

に

余

暇

時

間

の

利

用

の
仕
方
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

子
供
達
に
は
子
供
達
の
社
会
秩
序
が
必
要
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
、
子
供
達
は
大
人
の
管
理
し
た

社
会
に
従
っ
て
い
ま
す
。
富
山
県
は
出
生
率
が
低
い
で

す
が
、
こ
れ
は
子
供
は
作
る
も
の
、
子
供
は
管
理
す
る

も
の
と
い
っ
た
大
入
社
会
の
工
ゴ
が
原
因
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
現
実
に
今
の
子
供
達
は
非
常
に
忙
し
い
、
ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
学
校
、
塾
、
習
い
事
、

各
種
行
事
へ
の
出
席
、
こ
の
よ
う
な
中
て
、
子
供
達
は

こ
れ
ら
よ
リ
も
っ
と
大
切
な
こ
と
に
気
付
き
な
が
ら
育

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
子
供
達
に
は
、
魚
の
命
、

米

一
粒
の
命
を
食
べ
て
い
か
な
い
と
自
分
達
が
生
き
て

行
け
な
い
事
の
認
識
、
そ
し
て
そ
れ
ら
ヘ
感
謝
す
る
気

持
か
ら
育
ん
で
い
か
ね
ば
な
リ
ま
せ
ん
。

思
い
ま
す
。
お
土
産
に
郷
土
の
民
謡
、
例
え
ば
こ
き
リ

こ
節
な
ど
を
持
っ
て
い
っ
て

一
緒
に
歌
う
な
ん
て
最
高

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

新
大
学
構
想
は
、
難
し
く
て
よ
く
分
か
リ
ま
せ
ん
が
、

富
山
に
若
い
人
達
が
集
ま
リ
に
く
い
状
況
が
あ
る
こ
と

は
分
か
リ
ま
す
。
か
と
い
っ
て
就
職
な
ど
餌
で
釣
る
の

は
間
違
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
よ
リ
小

さ
な
子
供
達
に
富
山
県
を
愛
す
る
心
を
育
む
方
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
学
校
の
教
育
の
な
か
で
も
郷
土
史
が

大
伴
家
持
で
留
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
お
か
し
い

で
す
レ
、
も
っ
と
近
世
の
明
治
、
大
正
の
先
覚
者
を
教

え
る
事
も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

若
者
の
定
着
を
図
る
た
め
に
も

新

幹

線

を

(

中

野

さ

ん

)

中
野
(
企
画
県
民
部
長
)
・
と
に
か
く

一
つ
の
部
に
課
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
驚
き
ま
し
た
。

新
幹
線
と
い
う
事
に
つ
い
て
は
、
富
山
に
若
者
を
定

住
さ
せ
る
と
い
う
意
味
合
い
に
お
い
て
も
早
期
実
現
が

本
当
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

雪
対
策
と
い
う
事
て
は
、

地
区
ぐ
る
み
総
出
の
雪
掻

き
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
機
械
が
あ
れ
ば
も
っ
と
楽
に

な
っ
て
、
雪
に
対
す
る
考
え
方
、
意
識
が
変
わ
る
の
で

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
活
用
が

県
産
業
発
展
の
鍵
(
高
田
さ
ん
)

高
田
(
商
工
労
働
部
長
)
・
富
山
の
P
R
と
い
う
こ
と
に

関
レ
て
は
、
今
ま
で
は
我
々
富
山
県
民
の
意
志
に
反
し

た
形
で
P
R
さ
れ
た
も
の
の
蓄
積
、
例
え
ば
マ
ス
コ
ミ

に
よ
る

「雪
の
富
山
」
の
報
道
が
富
山
の
イ
メ
ー
ジ
を

暗
い
も
の
に
し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
「
富
山
は
た
い
し
た
こ
と
な
い
で
す
よ
」
と
答
え
る

こ
と
を
美
徳
と
考
え
る
県
民
性
も
そ
れ
を
助
長
し
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

富
山
の
P
R
を
考
え
る
と
き
、
富
山
の
良
さ
と
い
う

も
の
を
十
分
認
識
し
た
奇
え
て
、
自
信
を
持
っ
て
P
R

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
県
が
進
め
て
い
る

P

R
作
戦
は
よ
い
も
の
だ
し
、
こ
れ
か
ら
も
、
世
相
に
あ

っ
た
、
前
向
き
な
富
山
の
動
き
を

P
R
し
て
行
く
こ
と

が
必
要
で
す
ね
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
と
事
業
の
説
明
を
受
け
た
の
で
す

が
、
新
規
事
業
が
非
常
に
た
く
さ
ん
あ
る
。
新
規
が
あ

り
継
続
が
あ
る
な
か
で
、
ど
の
事
業
を
切
り
捨
て
て
行

く
の
か
疑
問
に
残
リ
ま
し
た
。
商
品
を
売
る
場
合
で
も

新
商
品
の
導
入
は
簡
単
で
す
が
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

の
中
て
何
を
残
し
、
何
を
切
リ
捨
て
て
行
く
か
は
重
要

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
雪
が
、
単
な
る
邪
魔
も
の
じ

ゃ
な
く
、
そ
れ
な
リ
に
楽
し
い
も
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
。

立
山
山
麓
の
三
ス
キ
ー
場
の

一
体
化
も
進
め
て
欲
し
い

て
す
ね
。

ま
た
、
私
達
が
県
外
に
出
た
と
き
に
富
山
は
田
舎
も

の
と
い
う
風
に
見
ら
れ
る
の
は
し
ゃ
く
で
す
。
街
の
活

性
化
や
全
国
的
な
知
名
度
の
向
上
を
図
っ
て
、
県
外
か

ら
み
て
明
る
い
、
開
け
て
い
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が

欲
し
い
し
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
見
せ
て
も
ら
っ
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
、
い
い
も
の
で
し
た
。
も
っ
と
県
民
の
目
の
届

く
所
に
出
レ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
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幼
児
期
に
余
暇
時
間
の
利
用
の

仕
方
を
:
:
:

(飛
鳥
さ
ん
)

飛
鳥
(
厚
生
部
長
)
・
富
山
に
は
海
と
三
千
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
山
が
あ
リ
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
的
に
も
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
四
季
折
々
の
海
山
の
幸
、
米
、

お
い
し
い
水
が
あ
リ
ま
す
。
こ
れ
は
、
富
山
に
住
む
人

の
喜
び
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
人
生
の
半
分
は
余
暇
時
間
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
の
分
野
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
こ
の
喜
び
に
満
ち
た
富
山
の
環
境
の
中
て

な
問
題
で
す
。
行
政
の
中
て
も
そ
れ
は
同
じ
事
で
し
ょ

う
。
何
を
切
リ
捨
て
て
い
く
か
を
話
し
合
う
会
議
が
必

要
で
す
。

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
を
興
味
深
く
視
察
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
非
常
に
立
派
で
す
ね
。
高
価
な
機
械
が

た
く
さ
ん
あ
リ
ま
す
。
あ
れ
だ
け
の
施
設
を
今
後
ど
う

活
用
し
て
い
く
か
が
富
山
の
工
業
発
展
の
鍵
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
各
企
業
の
利
用
を
も
っ
と
P

R
す
る
必
要
が
あ
リ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
駅
前
の
自
転
車
置
場
、
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
ね
。
「
置
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
の
看
板
は
あ
リ
ま
す

が
、
実
際
に
ど
こ
か
ヘ
置
こ
う
と
す
る
と
置
く
と
こ
ろ

が
な
い
。
小
さ
な
行
政
で
す
け
れ
ど
肝
心
な
と
こ
ろ
が

欠
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ま
た
、
県
内
各
地
に
企
業
団
地
、
文
化
施
設
等
が
作

ら
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
企
業
を

引
っ
張
り
あ
っ
た
り
し
て
結
局
は
県
全
体
と
し
て
は
ス

ペ
ー
ス
が
残
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
施

設
を
作
る
場
合
で
も
中
途
半
端
な
物
よ
リ
、
大
き
な
時

代
の
流
れ
の
な
か
に
生
き
る
施
設
整
備
、
県
全
体
と
し

て
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
施
設
整
備
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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考農
え業
て 婦
く人
だの
エ率 、'~

Q Z; 
会派
晶、車

まZ
ん

高
木
(
農
業
水
産
部
長
)
・
砺
波
の
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

や
食
品
研
究
所
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
品
研

究
所
な
ど
県
民
が
利
用
で
き
る
性
格
を
持
っ
た
施
設
は

も
っ
と
利
用
の

P
R
を
図
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
農
業
に
つ
い
て
視
野
を
広
め
る
た
め
、

農
家
の
婦
人
は
年
に

一
回
、
富
山
県
青
年
農
業
パ
ス
を

利
用
さ
せ
て
も
ら

っ
て
県
外
婦
人
農
業
者
と
の
交
流
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
海
外
派
遣
に
つ
い
て
は
男
性

の
み
で
、
婦
人
に
は
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

で
き
れ
ば
、
農
業
婦
人
の
海
外
派
遣
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

話
は
農
業
と
は
異
な
る
の
で
す
が
、
最
近
県
民

一
人

一
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

県
内
の
各
地
で
雪
上
運
動
会
が
聞
か
れ
て
い
る
の
も
知

っ
て
い
ま
す
。
雪
上
運
動
会
は
楽
し
い
そ
う
で
す
。
し

か
し
運
動
会
を
ひ
ら
く
た
め
の
圧
雪
の
費
用
が
馬
鹿
に

な
ら
な
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指

導
者
は
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
任
さ
れ
て
い
る
の
が
現

状
て
そ
の
費
用
も
大
変
で
、
中
に
は
逃
げ
出
し
て
し
ま

う
人
も
い
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、
小
学
校
体
育

ょ
う
か
。

そ
れ
と
、
冬
期
、
農
家
の
ト
ラ
ク
タ
ー
に
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
を
取
付
け
て
周
辺
道
路
を
除
雪
し
て
も
ら
う
の

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

木
材
利
用
普
及
セ
ン
タ
ー
や
緑
化
セ
ン
タ
ー
、
野
鳥

の
固
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
間
伐
材
の
利
用

に
は
ア
イ
デ
ア
が
必
要
で
す
。
学
校
の
机
を
間
伐
材
て

作
れ
ば
ス
チ
ー
ル
製
の
物
よ
り
ず
っ
と
温
か
い
感
じ
が

し
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
緑
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は

P
R
が
足
リ
ま
せ
ん
。
施
設
の
利
用
の

P
R
を
す
べ
き

で
す
。
野
鳥
の
園
に
つ
い
て
は
周
辺
の
ね
い
の
里
や
頼

成
の
森
と
つ
な
ぐ
道
路
を
整
備
し
て

一
体
化
を
図
っ
て

行
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

富
山
の
水
は
幻
世
紀
ヘ
向
け
て
の

最
大
の
財
産
で
す
も
(
福
沢
さ
ん
)

福
沢
(
企
業
局
長
)
・
私
は
出
身
が
滋
賀
県
で
、
つ
い
こ

の
間
ま
で
大
阪
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
今
、
向
こ
う

で
心
配
さ
れ
て
い
る
の
は
水
の
汚
染
の
問
題
で
す
。
富

山
の
水
は
大
変
良
質
の
水
で
す
。
安
心
し
て
飲
め
る
ば

か
リ
で
な
く
、
ハ
イ
テ
ク
企
業
に
と
っ
て
は
最
大
の
資

源
と
い
え
ま
す
。

私
の
務
め
る
会
社
は
薬
品
関
係
で
す
が
、
薬
品
産
業

館
等
の
夜
間
開
放
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
付
帯

設
備
、

体
育
館
へ
の
通
路
等
の
照
明
が
あ
リ
ま
せ
ん
。

些
細
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

に
対
し
て
も
な
ん
ら
か
の
助
成
が
あ
れ
ば
と
思

っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を
指
導

す
る
指
導
者
研
修
会
の
よ
う
な
も
の
を
設
け
れ
ば
、
も

っ
と
活
動
が
充
実
す
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

立
山
が
見
え
る
会
場
で

国
際
シ
話
ジ
ウ
ム
を
(
橘
さ
ん
)

橘
(
土
木
部
長
)
・
道
路
除
雪
、
雪
対
策
と
い
う
面
で
い

え
ば
、
富
山
大
学
前
の
無
散
水
消
雪
の
よ
う
な
研
究
を

ス
タ
ッ
フ
を
置
い
て
も
っ
と
積
極
的
に
や
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
家
の
周
リ
、
町
内
に
小
型
の
除

雪
機
械
が
あ
れ
ば
も

っ
と
住
民
の
足
の
確
保
が
進
め
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
に
あ
る
よ
う
な
ス
タ

ジ
オ
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、
東
京
方
面
等
か
ら
若
い
人

が
集
ま
っ
て
く
る
楽
レ
い
富
山
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
レ
ょ
う
か
。
ま
た
、
道
路
、
街
並
み

に
富
山
ら
し
さ
を
だ
し
た
リ
す
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
近
代
的
な
ビ
ル
が
あ

っ
て
も
、

人
に
は
、
街

は
水
産
業
と
い
わ
れ
る
く
・
ら
い
水
を
重
要
視
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、

I
C
産
業
に
お
い
て
も
同
様
な
事
が
い
え

ま
す
。
富
山
の
水
は
、

二
十

一
世
紀
に
向
け
て
の
県
の

最
大
の
財
産
で
す
。
県
営
の
ダ
ム
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

の
白
い
粒
々
が
浮
か
ん
で
た
ま
っ
て
い
る
の
は
残
念
で

す
ね
。
水
を
汚
さ
な
い
、
無
駄
に
し
な
い
、

水
の
大
切

さ
を
教
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
富
山
県
は
全
国
的
に
教
育
水
準
が
高
い
。
こ

れ
は
、
企
業
が
進
出
す
る
う
え
で
の
大
き
な
要
因
に
な

リ
ま
す
。
加
え
て
、
新
大
学
の
誘
致
に
よ
る
学
者
の
育

成
や
開
放
講
座
、
そ
れ
に
新
幹
線
等
の
交
通
機
関
の
整

備
に
よ
っ
て
学
者
等
の
高
い
知
的
レ
ベ
ル
の
交
流
が
進

め
ば
、
富
山
が
学
園
文
化
都
市
と
し
て
、
発
展
し
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

富
山
の
文
化
の
向
上
に
指
導
者

の
役
割
は
大
き
い
(
石
坂
さ
ん
)

石
坂
(
教
育
長
)
・
富
山
商
業
高
校
や
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
等
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

学
校
教
育
の
中

で
富
山
を
考
え
る
時
聞
が
無
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
富
山
を
考
え
る
と
き
、
富
山
に
若
い
人
達
が

定
着
す
る
よ
う
に
、
郷
土
に
つ
い
て
の
子
供
の
頃
か
ら

の
基
礎
教
育
が
必
要
で
す
。

の
中
の
水
と
緑
が
必
要
で
す
ね
。

ま
た
、
文
化
を
考
え
る
と
、
異
文
化
交
流
と
い
う
の

は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
立
山
が
見
え
る
会
場
て
国
際

的
な
大
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な
ん
て
素
晴
ら
し

い
事
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の

一
方
で

子
供
達
に
は
富
山
の
良
さ
、
日
本
の
文
化
を
伝
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

農
業
用
水
の
汚
染
が
進
ん
で
い

ま
十
九
何
か
工
夫
を

(中
村
さ
ん
)

中
村
(
農
地
林
務
部
長
)
・
農
地
林
務
部
は
土
地
改
良
ぱ

か
リ
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
そ
う
じ
ゃ
な
く
、
農
村
の
環

境
整
備
や
生
活
ス
タ
イ
ル
ま
で
考
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

私
も
農
家
な
も
の
で
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
思
う
の
で

す
が
、
農
業
用
水
が
刈
リ
と
っ
た
草
や
生
活
排
水
で
非

常
に
汚
濁
が
進
ん
で
い
ま
す
。
あ
る
場
所
で
草
や
ゴ
ミ

を
取
り
上
げ
る
よ
う
設
計
を
変
え
る
と
か
各
家
庭
の
排

水
口
か
ら
雑
廃
物
が
流
れ
出
な
い
よ
う
な
工
夫
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
農
家
の
ほ
と
ん
ど
は
兼
業
農
家
で
す
か
ら
、

田
ん
ぼ
に
水
を
い
れ
て
会
社
に
行
く
と
、
入
れ
っ
ぱ
な

レ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
と
用
水
が
無
駄
に
な
リ

ま
す
。
自
動
の
濯
水
装
置
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し

20 

そ
れ
と
、
今
の
施
設
は
み
ん
な
立
派
で
す
。
し
か
し
、

立
派
過
ぎ
て
、
苦
労
し
て
栄
光
を
つ
か
む
と
い
う
意
識

が
無
く
な
っ
て
レ
ま
う
と
い
う
懸
念
が
残
リ
ま
す
。
人

そ
れ
ぞ
れ
の
創
意
、
工
夫
が
無
く
な
ら
な
い
よ
う
な
生

涯
教
育
も
必
要
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
意
味

で
の
施
設
整
備
、
未
来
の
都
市
計
画
の
中
で
の
施
設
の

在
リ
方
、
若
者
に
夢
を
与
え
る
よ
う
な
、
大
き
な
意
味

て
の
街
作
リ
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
富
山
の
文
化
は
、
大
き
な
底
辺
の
広

が
リ
を
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
文
化
の
水
準

を

一
層
高
め
る
た
め
に
は
、
引
っ
張
リ
上
げ
る
指
導
者

の
役
割
が
大
き
い
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

知
事
・
皆
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
提
言

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
し
、

検
討
し
、
実
施
で
き
る
も
の

か
ら
順
次
、
県
政
に
実
現
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。
今
日
は
、
ど
う
も
あ

リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
レ
た
。
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TRIP県政グ

-Rレポ
ー
タ
ー
募
集

「
レ
ポ
ー
タ
ー
が
や
リ
た
い
、
」
「
県
政
の
あ
ん
な
所
こ
ん
な

所
が
見
て
み
た
い
じ
、
こ
の
よ
う
な
方
は
、
県
庁
広
報
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
じ
て
い
ま
す
。

宮

0
7
6
4
側
4
1
1
1

富
山
市
宮
尾
の
の
ど
か
な
田
園
風
景
の
中
に
あ
る
内

山
邸
。
幕
末
の
慶
応
四
年
に
建
て
ら
れ
、
昭
和
五
十
二

年
に
県
が
内
山
家
よ
リ
譲
り
受
け
ま
し
た
。
豪
農
で
あ

リ
、
文
化
人
で
も
あ
っ
た
内
山
家
の
人
々
。
藩
政
時
代
の

農
家
の
特
色
と
明
治
期
の
文
化
の
粋
が
う
か
が
え
ま
す
。

今
回
レ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
開

口
正
美
さ
ん
で
す
。

内
山
邸
に
到
着
て
す
。
わ
あ
っ
、
な
ん
て
広
い
敷
地
、

そ
し
て
、
正
面
の
門
、
こ
れ
を
見
た
だ
け
で
驚
い
て
し

ま
い
ま
す
。
門
を
く
ぐ
っ
て
中
に
お
じ
や
ま
し
、
館
長
さ

ん
に
、
内
山
邸
の
歴
史
を
い
ろ
い
ろ
お
聞
き
し
ま
し
た
。

内
山
家
は
、
千
石
地
主
と
い
わ
れ
た
越
中
の
豪
農
館

で
、
こ
こ
ヘ
来
て
か
ら
十
三
代
続
い
た
家
柄
だ
そ
う
で

す
。
富
山
藩
時
代
に
は
代
々
十
村
と
い
う
大
庄
屋
、
簡

単
に
言
え
ば
村
の
元
じ
め
の
役
目
を
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
十
村
役
と
聞
く
と
厳
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す

が
、
村
人
に
は
厳
し
さ
の
中
に
も
優
し
さ
が
あ
る
、
と

い
っ
た
感
じ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
十
三
代
も

続
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

屋
敷
内
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
あ
っ
、
土
間
に
大
き

な
う
す
と
き
ね
。
こ
れ
で
も
ち
を
つ
い
た
ら
お
い
し
い

だ
ろ
う
な
あ
、
と
つ
い
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
。
座
敷

は
表
・中
・奥
座
敷
、
鞘
の
聞
か
ら
な
っ
て
お
リ
、
あ
わ

せ
て
四
十
八
帖
あ
る
と
の
こ
と
。
前
田
家
所
蔵
の

「伊

達
道
具
」
槍

・
薙
万
、
清
朝
の
書
家
揚
守
敬
の
「
摩
兜

堅
」
の
額
な
ど
由
諸
あ
る
品
々
が
あ
り
、

欄
聞
は
桐
の

す
か
し
彫
リ
で
、
お
抱
え
の
職
人
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
す
。
座
敷
を
出
る
と
、
「
月
見
台
」
が
あ
り
ま

す
。
床
は
芭
蕉
の
葉
を
図
案
化
レ
た
も
の
で
す
。
こ
こ

に
立
っ
て
、
広
い
庭
は
、
見
渡
す
限
リ
木
や
草
が
茂
っ

て
半
月
ぐ
ら
い
こ
う
し
て
い
た
い
と
い
う
気
に
さ
え
な

り
ま
す
。
そ
の
と
き
訪
れ
て
お
ら
れ
た
方
も
「
い
つ
来
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て
も
心
が
な
ご
む
U

と
言
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
月
見

台
の
横
に
あ
る
手
水
鉢
は
鞍
馬
石
で
、
水
の
入
る
と
こ

ろ
が
月
に
雲
の
か
か
っ
て
い
る
形
に
な
っ
て
お
リ
、
「雲

月
」
と
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
っ
て
い
る
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。

こ
の
家
敷
に
は
、
書
院
内
の
茶
室
、
「
夜
雨
庁
」

・
「三

入
庵
」
と
三
つ
の
茶
室
が
あ
リ
ま
す
。
こ
こ
は
現
在
で

も
お
茶
・俳
句
・琴
・詩
吟
等
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
申
し

込
み
は
県
民
会
館
だ
そ
う
で
す
。
私
も
機
会
が
あ
れ
ば
、

こ
こ
で
お
茶
を

一
服
ち
ょ
う
だ
い
し
て
み
た
い
で
す
。

二
階
は
二
部
屋
あ
リ
、
当
時
の
こ
こ
の
地
図
等
が
展

示
し
て
あ
リ
ま
す
。
中
二
階
の
部
屋
は
映
画
「
佳
川
」

の
撮
影
現
場
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

さ
あ
そ
れ
で
は
庭
に
出
て
み
ま
し
ょ
う
。
わ
ぁ
、
気

持
ち
い
い
、
す
っ
ご
く
広
い
。
あ
ら
ゆ
る
木
々
が
そ
ろ

っ
て
い
る
っ
て
い
う
感
じ
で
す
。
こ
の
庭
は
薮
の
内
流

お
抱
え
の
庭
師
が
わ
ざ
わ
ざ
来
て
手
を
加
え
た
も
の
だ

そ
う
で
す
。
庭
の
隣
に
は
、
な
ん
と
果
樹
園
が
あ
リ
ま

す
。
び
わ
・
柿

・
な
し
・
そ
し
て
栗
、
た
く
さ
ん
地
面

に
い
が
栗
が
落
ち
て
ま
し
た
。

内
山
家
に
は
四
つ
の
蔵
が
あ
り
ま
す
。
味
噌
蔵

・
米

蔵

・
家
財
道
具
蔵

・
夜
具
土
蔵
、
こ
れ
だ
け
あ
っ
て
も

入
リ
き
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
っ

た

一
軒
の
家
を
周
る
の
に
随
分
時
聞
が
か
か
リ
ま
し
た
。

つ
く
づ
く
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

内
山
家
は
、
年
間

一
万

一
千
1
二
千
人
が
訪
れ
、
六

割
ぐ
ら
い
は
県
外
の
人
だ
そ
う
で
す
。
「
気
が
休
ま
っ
て
、

雑
念
が
な
く
な
る
」
と
言
わ
れ
る
人
が
多
い
そ
う
で
す
。

ま
さ
し
く
同
感
で
す
。
こ
の
め
ま
ぐ
る
し
い
時
代
に
生

き
る
私
達
に
と
っ
て
、
少
し
ば
か
リ
の
安
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
る
昔
の
家
々
、
大
事
に
し
た
い
も
の
で
す
。

レ
ポ
ー
タ
ー

開

口

正

美
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井
波
町

ふるさと
みてある記

散
居
村
で
知
ら
れ
る
砺
波
平
野
の
南
端
部
、
の
ど
か

な
八
乙
女
山
の
山
麓
に
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
み
せ
て

い
る
井
波
町
、
伝
統
産
業
で
あ
る
木
彫
の
庄
が
町
の
い

た
る
と
こ
ろ
で
み
ら
れ
る
。
町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

槌
音
が
聞
こ
え
、
通
リ
に
面
し
た
工
房
の
ガ
ラ
ス
戸
の

向
こ
う
に
は
、

一
心
不
乱
に
ノ
ミ
を
ふ
る
う
人
の
姿
も

望
め
る
。

置
妙
・
か

ら
御
輿
ま
で

可司F

フ

ン

'マ、

獅
子
頭
、

伝
統
の
扶
が
ま
ち
に

あ
ふ
れ
で
い
る

こ
の
井
波
町
に
新
し
い
石
畳
の
道
路
が
登
場
し
、
十

一
月
二
日
に
開
通
式
が
行
わ
れ
た
。
瑞
泉
寺
ヘ
通
じ
る

八
日
町
通
が
そ
れ
。
路
面
は
白
の
石
畳
、
脇
を
流
れ
る

側
溝
の
鉄
製
の
ふ
た
は
、
伝
統
の
技
、
木
彫
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
特
注
品
と
凝
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
土
庁
の

伝
統
産
業
都
市
モ
デ
ル
地
区
整
備
事
業
の

一
環
で
、
全

国
て
七
力
所
実
施
さ
れ
て
い
る
う
ち
の

一
つ
。
伝
統
産

業
を
振
興
し
、
歴
史
性
や
自
然
、
景
観
等
の
保
全
と
育

成
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
八
日
町
通
は
、
従
来
か
ら

ま
ち
な
み
と
伝
統
産
業
が

一
体
と
な
っ
た
独
特
の
雰
囲

気
を
も
っ
て
い
た
が
、
こ
の
恒
常
業
の
完
成
て
そ
の
雰
囲

気
が

一
層
高
揚
し
て
い
る
。

に
自
信
が
付
く
ま
で
修
業
を
続
け
て
い
る
。
井
波
に
は

全
国
各
地
か
ら
木
彫
に
魅
せ
ら
れ
た
若
者
が
修
業
に
集

ま
っ
て
く
る
。
逆
に
地
元
井
波
町
て
新
規
に
木
彫
を
始

め
よ
う
と
す
る
若
者
は
少
な
く
、
木
彫
の
家
に
生
れ
た

者
が
親
の
技
を
受
け
継
ぐ
形
て
そ
の
道
に
入
る
こ
と
が

多
い
よ
う
だ
。

か

ね

ほ

か

り

み

こ

し

図
面
一
枚
、
短
計
一
本
で
御
輿
を
作
る

南
部
さ
ん
の
工
房
て
面
白
そ
う
な
話
を
聞
き
つ
け
た
。

近
く
に
お
祭
リ
の
仲
駄
を
作
っ
て

い
る
人
が
い
る
と
い

う
。
指
物
師
の
枝
義
孝
さ
ん
が
そ
の
人
。
指
物
師
と

い
う
の
は
普
通
、
箱
や
机
な
ど
を
作
る
の
だ
け
れ
ど
、

枝
さ
ん
が
手
掛
け
て
い
る
の
は
、
お
寺
の
仏
具
や
燈
ろ

う、

三
方
な
ど
宗
教
に
か
か
わ
る
品
々
だ
と
か
。
さ
っ

そ
く
訪
ね
て
み
る
。

現
在
制
作
中
の
御
輿
は
、
屋
根
の
部
分
だ
け
で
部
品

の
数
が
七
百
を
超
え
て
い
る
。
小
さ
な
部
品
を
組
み
あ

わ
せ
て
御
輿
を
作
リ
あ
げ
る
の
だ
が
、
そ
の
た
め
の
図

面
は
た

っ
た

一
枚
、
御
輿
の
縦
横
等
大
ま
か
な
部
分
だ

け
数
字
が
入
っ
て
い
る
。
経
験
と
勘
が
た
よ
り
だ
。
そ

か
ね
ば
か
リ

レ
て
、
興
味
深
い
の
は
矩
計
(
曲
計)。

一
見
し
た
と
こ

越中の一向宗主国の中心と

して370ヵ寺を支配していた瑞

泉寺の門前町として開けた町。

吋言迎と木彫工芸、で象徴さ

れ、まちなみを歩くとあちこ

ちの木彫工房から「トン、トン、

トン」と槌の音が聞こえる 。
たいしでんえ

7月下旬の瑞泉寺太子伝会

では「聖徳太子御絵伝」の絵

解きが行われ、昼夜、参詣の

戸善女てえ気づ<， 0 I 

~ 

井波町の概況

11，540人

(昭和60年国勢調査)

25.46平方キロメートル

人口

菌積

¥ 
( 

井波彫刻

O 伝統産業会館

担瑞泉寺

¥一-
¥ 

f 

高瀬神社
f門

f 
¥久匡亙 / 

¥ /' ¥ 
~ ." /) 
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自
慢
の
技
は
、
彫
る
物
を
選
ば
な
い

超
特
大
ラ
ン
マ
も
長
年
の
修
業
か
ら

ト
ン
ト
ン
ト
ン
、
槌
の
音
に
つ
ら
れ
て
入
口
を
く
ぐ

っ
た
の
が
南
部
臼
雲
さ
ん
の
工
房
、
ち
ょ
う
ど
井
波
木

彫
を
代
表
す
る
ラ
ン
マ
彫
リ
の
真
最
中
だ
。
井
波
町
に

は
約
百
五
十
軒
の
工
房
が
あ
リ
、
約
三
百
人
が
木
彫
に

た
ず
さ
わ

っ
て

い
る
と
い
う
。

声
を
か
け
る
と
、
今
朝
仕
上
が
っ
た
ラ
ン
マ
が
あ
る

か
ら
見
て
い

っ
た
ら
い
い
と
家
の
奥
ヘ
案
内
さ
れ
た
。

何
と
縦
三
尺
、
横
二
問
、
厚
さ
約
二
尺
の
超
特
大
、
熱

田
の
お
寺
さ
ん
か
ら
の
注
文
だ
と
か
。
彫
り
上
げ
る
の

に

一
年
近
く
も
か
か

っ
て

い
る
。

「
ラ
ン
マ
を
は
じ
め
と
し
て
、
彫
リ
物
は
、
そ
れ
ぞ

れ
収
ま
る
場
所
が
あ
る
。
展
示
会
場
に
あ
る
の
は
借
リ

の
住
ま
い
、
座
敷
な
ど
の
鴨
居
の
上
が
本
来
の
収
ま
る

場
所
、
同
じ
松
竹
梅
や
四
君
子
を
彫
っ
て
も
収
ま
る
場

所
が
違
え
ば
見
た
目
も
違
う
。収
ま
る
場
所
に
あ
っ
た
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
彫
る
の
が
大
事
で
す
。」
と
話
さ
れ
た
。

現
在
、
井
波
木
彫
の
年
季
は
五
年
、
も

っ
と
も
年
季

が
明
け
て
も
、
大
半
は
、
親
方
の
家
に
住
み
込
ん
で
腕

24 

ろ
た
だ
の
四
角
い
木
の
棒
だ
が
そ
の
四
面
に
は
印
が
び

っ
ち
リ
書
き
込
ん
で
あ
リ
、
す
法
を
表
し
て
い
る
。
こ

の
矩
計
は
制
作
す
る
も
の
ご
と
に
作
リ
、
枝
さ
ん
が
ち

ゃ
ん
と
し
た
定
規
を
使
う
の
は
こ
の
矩
計
棒
を
作
る
と

き
だ
け
。
こ
れ
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
後
は
、
こ
の
印
を

た
よ
リ
に
制
作
を
進
め
て
い
く
。
よ
く
こ
ん
な
図
面

一

枚
と
棒

一
本
で
立
派
な
御
輿
や
仏
壇
が
出
来
あ
が
る
も

の
だ
。

井
波
に
は
木
彫
だ
け
で
は
な
く
、
枝
さ
ん
の
よ
う
な
伝

統
の
隠
れ
た
技
を
持
つ
人
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
い
る

よ
う
だ
。



-m月
間
山
日

望
ま
し
い
立
山
を
考
え
る
会

-m月
げ
日

国
際
協
力
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
・
地
球
サ
イ

ズ
の
青
春

-m月
間
日

自
然
歩
道
を
歩
く
会

-m月
初
日

一
日
部
長

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
富
山
・
東
京
論
」

-m月
幻
日

第

4
回
博
物
館
構
想
策
定
委
員
会

-m月
お
日

イ
メ
ー
ジ
デ
ィ
レ
ク

タ
l
会
議

-m月
M
日

富
山
県
緑
花
推
進
県

民
会
議

-m月
お
・
お
日

特
産
王
国
と
や
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

-m月
お
日

富
山
県
駅
伝
競
走
大
会

-m月
初
日

U
R
U
G
-
会
議

-m月
初
日

一
日
庁
議

-m月
引
日

知
争
の
ま
ち
ま
わ
り

.
語
る
つ
ど
い

(大
島
町
・
下
村
)

-H月
2
日

秋
の
探
鳥
会

-n月
5
日

青
少
年
健
全
育
成
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
出
発

-n月

6
日

前
ハ
ロ

l
い
き
い
き
と
や
ま
パ
フ

ォ
ー

ラ
ム

勤
労
者
美
術
展

-
H月
7
日

知
事
の
ま
ち
ま
わ
り

・
語
る
つ
ど
い

(
福
野
町
)

-H月
9
日

婦
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

-n月
叩
日

富
山
県
総
合
雪
対
策

推
進
会
議

-H月
刊
日

青
少
年
と
環
境
に
関
す
る
懇
談
会

園
口
月
日
日

労
働
時
間
短
縮
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

-H月
日
日

富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

富
山
県
考
古
資
料
展

(
i
n
日
)

イ
ーノ

住
宅
情
報

【
優
良
物
件
案
内
}

・
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

今
年
富
山
市
内
で
新
築
し
た
下
冨
居
団
地
と

富
山
、
新
湊
、
太
閤
山
地
区
の
既
存
の
団
地
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

A
V
問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
住
宅
供
給
公
社

(
宮
0
7
6
4
ω
5

1
3
1
)
 

-
太
閤
山
住
宅
団
地
の
宅
地
分
譲

ゆ
と
り
あ
る
マ
イ
ホ
ー

ム
づ
く
り
を
お
求
め

の
方
に
は
最
適
で
す
。

-
一
区
画
平
均
面
積
/
三
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

@
分
譲
価
格
/
四
万
六
千
百
円
/
平
方
メ

l
卜

-v 

.
問
い
合
わ
せ
先

太
閤
山
住
宅
団
地
建
設
事
務
所
(
宮

0
7
6

6
側
0
2
2
1
)

【
資
金
融
資
案
内
】

・
富
山
県
特
別
住
宅
分
譲
制
度

富
山
県
住
宅
供
給
公
社
の
分
譲
住
宅
で
、

雪

に
強
い
住
宅
仕
様
の
も
の
を
購
入
す
る
場
合
な

ど
に
適
用
さ
れ
る
制
度
で
、
住
宅
金
融
公
庫
の

募
集
し
ま
す

-
第
十
七
回
富
山
県
青
年
海
外
派
遣
団

員
募
集

.
募
集
期
限

十
二
月
二
十
五
日
同

@
応
募
資
格

一
般
青
年
H
H

二
十
歳

l
二
十
九
歳

(
学
生
不
可
)

農
業
青
年

1
二
十
歳
j

三
十
四
歳

(
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
現
在
)

@
派
遣
国

一
般
青
年

l
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ス
イ
ス

農
業
青
年
リ
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス

@
派
遣
時
期

昭
和
六
十
二
年
五
月
二
十
日
附

ー
六
月
一
日
開

(
予
定
)

※
詳
し
く
は
、
市
町
村
担
当
課
ま
た
は
、
県
庁

婦
人
青
少
年
課
へ

。

融
資
額
が
割
増
さ
れ
る
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま

す。-
優
良
宅
地
取
得
資
金

県
、
ま
た
は
住
宅
供
給
公
社
が
造
成
し
た
住

宅
団
地
の
宅
地
を
購
入
さ
れ
る
方
へ
の
資
金
融

資
で
す
。

.、、il隙
お

av融
資

限

度

額

、

、

=
1
M開

二
百
五
十
万
円

-
f
j
f
L脳
部

-

J

F

プ
…械

@
償
還
期
間

-

7

7

圃

圃

f
園
周
口
、

二

十

年

以

内

戸

害

総

@
融
資
利
率

/
f
・u叫

五
・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト

・
住
み
よ
い
家
づ
く
り
資
金

雪
に
強
い
家
づ
く
り
、
住
み
よ
い
家
づ
く
り

の
お
手
伝
い
を
す
る
富
山
県
住
み
よ

い
家
づ
く

り
資
金
の
融
資
条
件
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
有
利

に
な
り
ま
し
た。

県
税
事
務
所
休
業
の
お
知
ら
せ

見
た
り
聞
い
た
り

-
わ
た
し
た
ち
の
壁
画
別
展

県
内
の
児
童

・
生
徒
が
学
校
ご
と
に
共
同
制

作
し
た
大
作
を

一
堂
に
集
め

て
展
示
し
ま
す

0

.
期
間

十
二
月
二
十
日
出
j

二
月
一
日
制

@
場
所

県
立
近
代
美
術
館

@
入
館
料

一
般
百
五
十
円

高
校
・
大
学
生
百
二

十
円

小
・
中
学
生
八
十
円

-
人
権
週
間
講
演
会
・
映
画

ロ
月
4
日

l
m日
は
人
権
週
間
で
す
。

人
権
擁
護
の
正
し
い
理
解
の
た
め、

映
画
の
会
を
開
催
し
ま
す
。

-
日
時
及
び
場
所

ロ
月
4
日
附

午
後

1
時
羽
介

富
山
県
民
会
館

午
後

1
時
羽
分

高
岡
市
役
所
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講
演
と

ロ
月
5
日
働

-
内
容

講
演
「
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
」

千
葉
県
立
衛
生
短
期
大
学福

岡
安
則
氏

映
画

「
あ
ざ
や
か
な
青
春
」

※
詳
し
く
は
、
県
庁
県
民
生
活
課
へ

iJ'.抑宵・ 4骨l時入植崎揖韓11週fi:t
術的剛山比瞳内山氏側M融制・11".....*m・Mt

av期
間
/
ロ
月
お
日
側

i
1
月

3
日
出

※
年
末
に
納
税
さ
れ
る
方
は
お
近
く
の
金
融
機
関
を

ご
利
用
下
さ
い
。

vvvvvvvvv vvvvvvvv司
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日 曜 場 所 時 ' 問

4 木 入善町役場前 10: 00 -15: 30 

富山駅前 10: 00 -16: 00 
6 土

高岡駅前 1 0 : 00 -15: 30 

7 日 黒部ショッビシグセンターメjレシー前 // 

8 月 砺波市役所前 // 

11 木 立山町役場前 // 

富山駅前 10:00-16:00 
13 土

高岡駅前 1 0 : 00 -15: 30 

14 日 富山西武前 // 

富山駅前 10:00-16:00 
20 土

魚津サン プラ ザ前 10 : 00 -15: 30 

21 日 富山市中央通り前 // 

富山駅前 10: 00 -16: 00 
27 土

高岡駅前 1 0 : 00 -15 : 30 

28 日 高岡駅前 // 



お
だ
よ
り

心
の
教
育
を
大
切
に

今
朝
も
中
学
生
が
早
く
か
ら
自
転
車
で
登
校

し
て
行
き
ま
す
。
部
活
動
の
早
朝
練
習
を
す
る

の
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
放
課
後
も
ま
た
練
習
。

夏
休
み
も
部
活
や
運
動
会
の
準
備
で
家
へ
は
昼

食
を
食
べ
に
来
る
だ
け
と
か
。
こ
ん
な
に
ま
で

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
か
な
あ
?
子
供

達
に
は
、
自
分
が
自
主
的
に
計
画
し
て
過
ご
せ

る
時
聞
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
不
安

な
た
め
に
学
校
も
親
も
し
っ
か
リ
と
枠
組
を
作

っ
て
い
る
よ
う
て
す
。
そ
し
て
、
そ
の
枠
の
中

に
じ
っ
と
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
子
が
良
い
子

の
よ
う
て
す
が
、
こ
れ
で
は
自
主
性
も
創
造
性

も
育
た
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

井
波
町
の
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
調
査
で

は
、
「
し
つ
け
に
不
安
」
が
半
数
も
あ
る
よ
う
て

す
。
人
の
道
の
基
に
な
る
し
つ
け
が
不
安
で
は
、

ど
ん
な
子
が
育
つ
の
で
し
ょ
う
。
仕
事
に
追
わ

れ
、
知
育
偏
重
の
教
育
に
追
わ
れ
て
、
心
を
育

て
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

列
車
に
高
校
生
が
三
人
連
れ
立
っ
て
乗
っ
て

い
ま
し
た
が
、
老
人
が
乗
っ
て
こ
ら
れ
で
も
席

を
譲
ろ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

親
は
自
信
を
持
っ
て
子
供
に
し
つ
け
が
出
来

る
よ
う
に
勉
強
し
て
欲
レ
い
も
の
で
す
。
人
の

道
を
守
れ
る
、
相
手
の
心
を
思
い
や
る
こ
と
が

で
き
る
心
を
育
て
る
こ
と
が
、
教
育
の
基
礎
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

井
波
町

女

'1全
AM9: 30-9: 35 
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警察本部生活保安課

ft(0764)4ト8904

-暴力団ゼ 口110番
警察本部捜査第二課

宮 (0764)42-0110
このほか各警察署でも受け

付けています J

.信長記事司陣恒姐t~匹・

.消費生活センター

富山市安住町ト18
安住町第一生命ビル内

包 (0764)329233 

-消費生活センタ一高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

包 (0766)252777 

-
お
た
よ
り
く
だ
さ
い
。

一⑮九
三
O

富
山
市
新
総
曲
輪

一
番
七
号

富
山
県
庁
広
報
課

「
広
報
と
や
ま

お
た
よ
り
」
係
ま
で

に

ラジオ広報

.FMとやま
“ふれあいホットライン"

県内各地からホッ卜な話題を

クリアなサウンドでおとどけ

します
毎週月一金曜日

-・・・E宅畢12・恒量喧喧E・F."_.
高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

宮 (0766)21 -9411 

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765)24・5311

テレビ広報

・北日本放送

毎週日曜日 AM8: 00-8: 30 
「こんにちは富山県て・す」

.富山テレビ放送

毎週日曜日 AM9 :00-9:30 
rll 0万人のひろば

ークイズフォーカスインー」

、、
い
き

さ

托
だ
く

く
て

て
い
一

見
聞

新 聞 広報

・北日本、富山、読売、北陸中日

毎週第2土曜日

「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日

「みんなの県政」

・朝日、毎日

毎月第2、最終土曜日

「県からのお知らせ」

富山市新総曲輪1-7(県庁内)

宮 (0764)31-411 H何
31-3131 (県民電話)

F 占 『

主

-高岡地方県民相談室

言炎キ目民-県

-魚津地方県民相談室

砺;皮市幸町1-7 (総合庁舎内)

宮 (0763)33-5151

( 編集後記 1 
-砺波地方県民相談室

-Rいや
l
、
千
石
の
内
山
邸
に
は
驚
き
ま

し
た
。
同
じ
農
家
て
も
わ
が
家
と
は
ス
ケ

ー
ル
が
違
い
ま
す
。

何
の
変
哲
も
な
い
石
が
天
下
の
名
石
だ

っ
た
リ
、
西
本
願
寺
か
ら
贈
ら
れ
た
仏
像

が
あ
っ
た
リ
と
、
見
る
人
が
見
れ
ば
泣
い

て
喜
ぶ
も
の
ば
か
リ
の
よ
う
で
す
。
が、

門
外
漢
の
私
は
「
フ
|
ン
」
と
う
な
づ
く

だ
け
。
関
心
は
、
庭
の
柿
や
栗
に
奪
わ
れ

が
ち
で
し
た
。
「
ホ
ホ

l
」
と
感
心
レ
な
が

ら
眺
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
リ
た
い
も
の
で

す
。
一

句
よ
む
の
も
風
流
で
す
ね
。

28 

-R雪の
季
節
が
や

っ
て
来
ま
し
た
。
大
人

に
は
イ
ヤ
ー
な
雪
も
、
子
供
に
は
う
れ
し

い
遊
び
相
手
で
す
。
服
を
泥
だ
ら
け
に
し

て
怒
ら
れ
る
心
配
が
あ
リ
ま
せ
ん
か
ら
。

い
つ
ま
で
も
布
団
に
も
ぐ
っ
て
い
な
い
で
、

こ
た
つ
に
し
が
み
つ
い
て
ば
か
リ
い
な
い

で
、
子
供
と

一
緒
に
は
ね
回
リ
ま
し
ょ
う
。

高
岡
駅
か
ら
北
西
ヘ
歩
い
て
約
八
分
、
市
街
地
の
中

心
、
末
広
町
に
孝
子
六
兵
衛
の
石
碑
が
あ
リ
ま
す
。
石

碑
の
前
に
は
古
く
か
ら
井
戸
が
あ
リ
、
影
無
し
井
戸
と

呼
ば
れ
、
次
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が
あ
リ
ま
す
。

グ
昔
む
か
し
川
原
町
に
住
む
お
瀬
屋
対
宏
保
は
、
日

頃
か
ら
篤
行
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
六
兵
衛

が
仕
事
を
終
え
、
タ
閣
の
中
を
歩
い
て
い
る
と
、
突
然

不
思
議
な
老
人
が
現
れ
、
「
近
い
う
ち
に
、
き
っ
と
よ
い

こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
、
姿
を
消
し
ま
し
た
。

こ
の
話
を
き
い
た
人
々
は
、
こ
の
場
所
を
影
な
し
坂
と

名
づ
け
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
頃
、
富
く
じ
が
は
や
っ
て

お
り
、
六
兵
衛
の
と
な
り
の
人
が
、
無
理
や
り
く
じ
を

押
し
付
け
て
い
き
ま
し
た
。
後
日
、
そ
の
く
じ
が
当
た

リ
六
兵
衛
の
も
と
に
た
く
さ
ん
の
お
金
が
入
リ
ま
し
た
。

そ
こ
で
六
兵
衛
は
、
そ
の
お
金
で
、
ふ
し
ぎ
な
老
人
に

あ
っ
た
影
な
し
の
坂
の
横
に
、
井
戸
を
掘
っ
た
と
こ
ろ

良
質
の
水
が
出
て
、
地
域
の
人
に
大
変
よ
ろ
こ
ば
れ
ま

し
た
。

こ
の
井
戸
の
水
は
、
ど
ん
な
に
日
照
リ
が
続
い
て
も

枯
れ
る
こ
と
な
く
道
行
く
人
や
付
近
住
民
に
親
し
ま
れ
、

今
て
も
お
い
し
い
水
と
し
て
茶
道
等
に
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。



赤
い
羽
根
共
同
募
金

-みんなの幸せのために、ご協力をグ

去年は全国で217億円の善意がょせられまし

た。集まったお金は、お年寄りゃからだの不

自由な人や知恵おぐれの人、病気などで生活

に困っている人などの施設、全国で1万8千

余りの民間の福祉施設や団体(社会福祉協議

会なのに配られ、みんなの福祉に役立てら

れました。 Eうぞ今年もみなさまのご協力を

お願いいたします。

。昨年の運動期間中に募集しまし芝、共同募金運動シンボ
ルキャラクターが、愛ちゃんと希望くんHという姉弟に決

定しましだ。多くの方がだに愛されるキャラクターとし
て育てだいと思います。どうぞよろしくお願いします。

共同募金
-_(IJIII・E闘 E陪週間・・・・
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